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日立諾特許

記憶装置の多重使用制御方式

計算機綱の実用化に什い,納内の各

計待機の持つデータベースを杓二むこに利

用することグ)利山が臼三[_】されている｡

LかL,子女数の計算機がデータベ【

スを参月くiする際には,苦込み拭作の重

松などによってデータベースの空たで汁卜

が破‡jほれる危険があった｡

日_､ンニ製作所では,書込み拙作東根な

どを制御し,整合性を損なうことなく,

枚数計符機が校数のデータベースをf‖

7J二利用することを可能とする記怯装置壬
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の多毛他用制御ノブJ〔を開発し(図1),

大ノ丸校データベ【ス共用システムの構

築を可能とした｡

本発明は枚数の計算ヰ幾と,この計算

機により共用される1仙以上の記怯装

置とを斤む計算機システムで,jヒ用す

る計陪装置の所定の記憶領J或の使用二状

態を表す表ホ子と,使用中の場合はそ

のて汀i城を使捕している計算機を.識別す

る.識別一丁とを対にして記憶しておく｡

一‾ん,計_辞機が命令を送出するときは
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図l システム構成

A乃

Bれ

C乃

30れ

抹作指走部,使f‾臥汁算機指忘三部及び言亡

憶領1或相克三郎を含む命令を送出する｡

これを′乏イ言した各計算機は,上記記憶

された表示千及び識別子から指三三織成

の他用可チラを表すリターン怖幸艮を作り

回答するし,

t.特長･効果

(1)各々が,独臼のオペレーティング

システムの下で稼動している枚数計許

俄によるデ【夕べース共用を,発話†ナ性

を才jiなうことなく実イ‾j二できる｡

(2)データベースを枚数の領土如二分捌

し,それぞれについて共用制御をノ行う

ことにより,北川によるオーバヘッド

を削i城することが‾吋能である｡

(3)本発明は,二次計陪装置だけでな

く,共用される主計じ迂装吊にも適用吋

能である｡

2.]是供技術

下関連特許の実施許諾特許第It82325号(特公昭58-13932号)

｢記憶装置の多重使用制御方式+

表示装置

大器二読メモリがしだいに射曲となI),

仙想人l巾血メモリ(匡11)を枯つ表ホ装

置壬が三千流.になってきた｡

臼_立告望作r叶では,似想大亡軸巾iを輔い

て大挿j何の移動表ホを行う表示装一半

(図2)を開発し,メモリ谷呈がより少

なくて析み,かつ計算機の負イ■ifを脚人

させないスクロ【ルr別御方式を実′呪し

た｡

l.特長･効果

(1)似恕人世j【幻メモリは,表ホ装iど一三1

[和伽以_トグ)担紬iデータを分判して記憶

する紬数のメモリブロックから他成さ

れる｡Ⅹ,Yブロック検出器が,メモ

リブロックグ)うち一一つを選択し,アド
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4画面分のメモリ
(仮想大画面)

､自注:SX,SY(表示データ切出し点)

図l 仮想大画面メモリとディスプレイの関係
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匡】2 表示装置

レス変換回i紡がメモリブロックに対し

て2次‾止のアドレスをリニアな1二人止

のアドレスに餐授Lて供給する｡すな

わち,仮想大画面メモリ全体に村して

アドレスを苦りり付けるので,2次元の

ままアドレス指定する方式に比べ,メ

モリの容量を約半分に低減でき,コス

ト低減が可能となる｡

(2)去ホデータりJ出し止を手動又は計

仮想大画面メモリ

A(アドレス)

D(データ)

Aけドレス)
D(データ)

A(アドレス)
D(データ)

A(アドレス)

D(データ)

表示データ

パターンゼネレータ

ディスプレイ

界俄により指完三するようにしているの

で,手動指定の場合は,計符機を介/t三

させず計算機にfi抑をかけないため,

九仁符件よく表ホできる｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特許第1294906号(特公昭59-845)

｢表示装置+
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日立語特許

設計支援装置

プラント設計の高度化に伴い配管な

どの配置設計を行う設計支援装置の開

発が進められてきた｡しかし,史に能

率よく配置設計が行える設計支援装置

の完成が望まれていた｡

そこでFl立製作所は,上記ニーズを

満足する設計支援装置を開発した｡

図1に本装置の処理手順を示す｡本装

置は,オペレータが指定した設計対象

物に含まれる構成物及び構成物の配置

を禁l卜する領i或(制約韻士或)の凶形を表

示するとともに,マンマシンによる配

置設計を吋能にしたものである｡

本装置による配置設計評価時に,設

計対象物の各構成物が,図2にホすよ

うにディスプレイ装置に表ホされる｡

1.特長･効果

(1)設計対象物の構成物ノ女び制約韻城

の図形を同時に表ホできるので,オペ

レ【タは新たな構成物を制約石gi域を避

設計対象物のコードを入力｡

当該設計対象物の構成物及び制約領域の図形を表示｡

設計データが未決定で図形が表示できない構成物名を表示｡

設計対象物に関連する設計データ及び設計基準を表示｡

表示された構成物名の未決定の設計データを入九

設計データを入力した構成物の図形を上記図形とともに表示｡

設計データを入力Lた構成物に関連する制約領域の図形を表示｡

設計対象物の図形が設計基準に違反?

Yes

違反する設計基準にマーク｡

設計基準違反の原因である設計データの修正値を入力｡

図l 設計支援装置の処理手順

No

入力した設計デー
タを登録｡

終了

囲
①の制
約領域

壁

設計データ

系統

始点

HD

A-22

口径

②の制約領域

600

の制約領域

設計基準

(力 配管は機器引出しスペースに設置禁止

② レデューサ前後の直管部は管径の3倍以上

③ 配管と壁との間隔は300mm以上

図2 ディスプレイ装置の表示例

けて能率よく配置できる｡

(2)設計対象物の構成物の設計データ

のうち未決定のデータを,表示された

設計基準を参照しながら精度よく指定

できる｡

(3)末プ央完三の設計データを持つ構成物

名の把捉が容易である｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭6卜213969号

｢設計支援方法及びその装置+

複雑形状セラミックスの成形法と鋳型

セラミックスは優れた特性を持つ材

料であるが,稚くてもろいため,機械

力‖二｢がミ推しいという欠点がある｡その

ため,できるだけ-乾終形二状に近い形に

成形する必要がある｡セラミックスの

成形法の一つであるスリップキャステ

ィング法は,複雑形二伏品の成形に過し

た方法であるが,中r･を必要とするよ

うなア:モ洞部を持つ部品の成形は雉しい

のが現ご状である｡

日立製作所では,スリップキャステ

ィング用鋳刊として用いられている子f

こうノmこ代わる特殊な鋳巧■!を開発し,

俊雄形二状品の一体成形を可能とした｡

ニの成形法の特長はセラミックスラ

リー中の水分をl吸収することによl)臼

亡崩壊する特殊な鋳刊(H立製作所で

は,｢水崩壊性鋳′1■!+と呼んでいる｡)及

図l 水崩壊性又は熟崩壊性鋳型を用い

た成形品

び300～5000cに加熱することによって

自+崩壊する鋳刊(熱崩壊作鉢Jモー壬)を用

いることである｡これらの特殊鋳巧■壬を

用いることによI),グリーンボデー(湿

態成形品)の収縦に伴う拘束割れをl妨

止できるほか,鋳巧■+の除去が棟めて答

巌となるため,中子を必要とする複雑

な形二伏品の一体成形が叶能となった

(図=)｡

t.特長･効果

(1)中子を必要とする複雑形状部品の

成形が容易である｡

(2)鋳巧一三分割が難しい部品形状であっ

ても一体成形が可能である｡

(3)酸化物,非轍化物いずれのセラミ

ックスにも使用できる｡

(4)熟練を要さない｡

2.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭60-208205号

｢スリップキャスティング成形法+

他25件

日立製作所では･すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いた朴ております0また･ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は････ 株式合杜日立製イ皇帝 〒柑0東京都千代田区丸の内一丁日5削号(新丸ビル)電話(03)2川-3114(直通)特許部特許営業グループ
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製品紹介

200万画素表示超高精細カラーディスプレイ"CM2087A”

近年,CAD/CAE(コンピュータによ

る設計･エンジニアリング)用ディスプ

レイグ)高相純化が急速に進んでいる｡

こうした巧1で,CAD/CAE用ディス

プレイとしては約100万画素のものが一

般的に使われているが,設計対象がよ

り複雑で精密なものへと変化しつつあ

るために,1枚の画面の中でより多く

の情報を参照できるディスプレイが求

♂)られてきた｡

日立製作所はCAD/CAE用に100万

[画素のディスプレイ(機碑名:CM2073

A)と並行して,既に約500万画素のデ

ィスプレイ(機械名:CM2088A)のサン

プル販売を実施しているが,業界のニ

ーズにこたえるため新たに200万画素の

ディスプレイ(機種名:CM2087A)を開

発した(図1)｡

イケ回開発したディスプレイは,今後

グ)J京一丁カプラントの配管設計や超LSI

設計などの_t業用途のほか,芸術性の

高い高;扱織物などの質感のある3次ノ亡

表⊥呪にも有効である｡

l.主な年寺長

(1)庄二倍城ビデオ増Il】右胸路(150MHz)､

高速水平偏｢Fり回路(78kHz)及びトソト

図I CM2087Aの外観

ピッチ0.26mmCRTにより2007J画素の

高解像度を実現した｡

(2)ディジタルコンパ【ゼンス山路に

より,ミスコンバ】セブンス0.2mm以‾F▲を

実現した｡

(3)ノンインタレース走‾肘二より,ち

らつきのない匝i面を実現した｡

(4)拭作性の良いチルト スイベル機構

を採川し,画血位道設定が谷妨である｡

(5)綾数何期方式対応(セパレート何期

仁号プ了式,SYNC ON GREEN同期イ‾ごて

号方式)可能とLた､〕

表I CM2087Aの主な仕様

No. 項 目 仕 様

I ブ ラ ウ ン 管
20形,90度偏向,ドッ

トピッチ0.26mm

2 解 像 度 l′664ドット×l′248ライン

3 入力信号

映像信号
R,G,B分離,アナロ

グ入力,正極性

同期信号

負極性(訂ご呈′?ごヱ買主N)
4 偏向周波数

水 平 7批Hz(標準)

垂 直 60Hz(標準)ノンインターヒス
5 映 像 帯 域 幅 150MHz

6 残留ミスコンバーセンス全画面0.2mm以下

7 表示面積(横×縦) 360mmX270mm

8 電 源 入 力

AC90～135V,50.′′′60Hz

AC柑0～260V,50Hz

(タップ切換)

9 消 費 電 力 180W(最大)

10 外 形 寸 法
横506×奥行54l.5×高き472

(mm)(チルト台込み)

】l 重 里 42kg(チルト台込み)

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす`｡

〔日立製作析 ニューメディア機諸賢阜紫郎)

図面管理システム

近年,激しい介某間競争に打ち勝つ

ため,CAD/CAMシステムの適用業務

の拡大が急速に進んでいる｡こうした

中で,設計･製図システム(HICAD/

2D)で作成した同曲情報が人量になる

と,

(1)図血の検索や出凶処理

(2)利用状才妃の管理及び統計処理

などの機能が必要になってきた｡

これらのニーズに効率よく対応する

ためのシステムとして,図血管理シス

テム(HICAD/DM)を開発した(図1)｡

l.主な特長

(1)検索情報の設定

HICAD/2Dで作成した図面に,図知

名のほかに作成者名,納入先名など最

大20項目のユーザ【独臼の情報を自由

に設定できる｡

(2)多様な条件検索

検索条什の人力は,対話‾方式で画面

に表■ホされたダイナミックメニューに

禦男
隠
屯

VO3オペレーティングシステム

旧CF/EF

DD/G760R

図I HICAD/DMのシステム構成

対してピックして行う｡検索に当たっ

ては,画何に表示された中から更に粂

什を絞り込んで目的の図面を検索する｡

また,図面作成中でも他の[司面を芥易

に検索することができる｡

(3)図柄管粗l宙報の取得

図何の登釣を状況,検索北†妃,利用l窒Ⅰ

而の出図校数など各椎統計情報を出力

lGCF

×～Y

プロッタ

HICAD/2D

HICAD/2D
ファイル

lGCF/PJT

川CAD/DM

図面管理

ファイル

統計情報

し,図面の管里1t,統.汁処月!などをイナう

ことかできる｡

設計･製図システムは,この区】[如管

理システムを適梢することにより更に

機能を発揮し,能率l〔り_1二,女左様動と

大きな効果が得られる｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

ター事･業部)
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製品紹介

プレス金型設計システム"ト‖CAD/PRS”

製品の多様化,即納期化に伴いプレ

ス令J門設計期間の触縦は異質な課題の

一一つである｡

プレス金J凹安1何の作成を支援し,関

連プログラムを利用することによって

NCテープの出力まで叶能なHICAD/

PRSを開発した(図1)｡

t.主な特長

(1)主な適用範囲

プレス令吋!の中でも構造の裡雉な順

送り全判にも適用できる｡また,人れ

十方式や分割形,_卜方l｢り加工にも対応

可能である｡

(2)巌開国,一歩留まり計算機能

曲げ部をコーナRや枇厚を考慮して,

補正を加えながら包引謁し,歩留まりが

拉大となる板取り方法を計月二する｡

(3)標準部品ライブラリ

金刊設計で使用する六十数椎の標準

部品(部品数で約600仙)をライブラリ

として提供する｡寸i去を変起すればサ

l オペレーティングシステム 誓言;喜0又は

HICAD/PRS

標準部品ファイル作成
標準部

展開図作成l苧ヱア

歩留まり計算1

HICAD/2D
ファイル

1

/

●

パートファイル

HIAPT

CL DATAファイル

金型設計仕様テー一夕入力

ストリップレイアウト
タ'イレイアウト

● I

旧CF/PLT
↓

X-Yプロッタ出力図

ユニットテ●一夕入力

HINUPS

金型構嵐金型部品自動決定
金型図面出力

NCテープ

図l 川CAD/PRSのシステム構成

表I HICAD/PRSの主な仕様

項 目 仕 様

加工方法

抜き,切り欠き,ハーフピアス,

バーリング,絞り,直角曲げ,

Z曲げ,角度曲げ,段曲げ

金型構造

●順送り型:ステージ数Max.20

●ダイブッシュ方式

●セグメント方式

●ブロック構造型:Max.】0

●加工方向:下方向,上方向

標準部品 64種

ライブラリ 約600個

イズの異なる部品を標準部品として登

多読できる｡

(4)金刊l当所の自動作成

展開図作成,歩留まり計算,ストリ

ップレイアウト,デイレイアウトなど

設計者のノウハウを必要とする部分は

対話入力し,金Jて,士構造の決完三,金巧■i図

面を作成する部分は日動処理して設計

の省力化を図っている｡

2.主な仕様

表1に主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)
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■特集 知識工学の情報処理分野への応用

知識情報処理の現収と勤irり

知識処理言語VOS3/HトUX PROLOGの高速化方式と

プログラミング環境

知識処理糊言語HiLISPの高速化方式

ES/KERNELでの知識表現方法と高速推論方式
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意味処理に展づいた機械翻訳システム
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